






〔緒言〕 

川崎病の病理組織学的検索は主に剖検例を中心に行われて来た。本症の死因の大部分が冠

状動脈瘤の血栓性閉塞による虚血性心疾患であることはこれまで我々が報告してきた通り

である。 

その冠状動脈病変について次の如き特徴があることを指摘している。すなわち,第 1に発症

後第 9病日から 10 病目にかけて汎動脈炎を生じ,第 10 病日から 12 病日の間に動脈瘤を形

成する。第 2に動脈瘤は等方的遠心性拡張(Ballooning expansion)を示すものである。第

3 にこれらの動脈病変は両冠状動脈起始部などのごとく比較的好発部位が定っているなど

である。しかし,最も短い病目で剖検された症例は第 9病日のものであり,それ以前の病変

については明らかでない。 


